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１頁 佐倉市職員採用試験の問題点
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一般質問より
残業時間は１分単位で
計算を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固

定
価
格
買
取
制
度
が
３
年
目

（
ソ
ー
ラ
ー
は
税
込
34
円
（
10

kw
未
満
は
同
37
円
）
）
を
迎
え
、

4
年
目
か
ら
は
大
幅
に
買
い
取

り
価
格
が
安
く
な
る
だ
ろ
う
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

3
年
目
の
価
格
を
確
保
す
る

に
は
、
経
産
省
の
認
定
取
得
と

電
力
会
社
へ
の
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
個
人
で

も
無
論
で
き
ま
す
。

一
方
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
電
力

の
受
け
入
れ
に
送
配
電
網
の
整

備
が
必
要
で
、
コ
ス
ト
（
ソ
ー

ラ
ー
設
置
者
負
担
）
と
時
間
が

必
要
と
電
力
会
社
は
言
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
受
け
入
れ
出

来
な
い
技
術
的
理
由
を
数
字
を

挙
げ
て
は
公
表
し
て
い
ま
せ
ん
。

最
近
の
東
電
デ
ー
タ
を
見
る

と
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
電
力
量
は

全
体
の
１
％
～
２
％
へ
増
加
傾

向
と
推
定
で
き
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
は
政
治
問

題
と
言
わ
れ
、
政
治
的
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
即
ち
、
私

達
の
考
え
に
よ
っ
て
決
め
て
ゆ

く
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

情
報
公
開
が
必
須
で
す
。
電
力

会
社
の
情
報
公
開
を
進
め
、
同

社
以
外
の
力
も
利
用
し
送
配
電

問
題
を
解
決

す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

太
陽
光

発
電
の
現
状

◆
原
発
の
被
災
地
・

福
島
県
の
楢
葉
町
、

富
岡
町
、
い
わ
き
市
を

５
月
末
に
訪
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
様
子
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
は
帰
還
困
難
区
域

（
図
の
赤
・
立
入
禁
止
・

年
50
ｍ
Ｓ
ｖ
以
上
）
、

居
住
制
限
区
域
（
図
の

黄
・
宿
泊
営
農
林
不
可
・

20
～
50
ｍ
Ｓ
ｖ
）
、
避

難
指
示
解
除
準
備
区
域

（
図
の
青
・
宿
泊
不
可
・

20
ｍ
Ｓ
ｖ
以
下
）
に
分

け
ら
れ
、
多
く
の
方
が

避
難
所
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

帰
還
困
難
区
域
内

に

は

新

し

い

住

宅

（
写
真
右
）
も
あ
り

ま
し
た
が
、
放
射
能

汚
染
の
た
め
に
住
め

な
い
住
宅
に
な
っ
て
お

り
、
立
入
禁
止
で
無
論

人
影
は
見
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
同
区
域
は
、
人

が
立
ち
寄
る
こ
と
も
で

き
ず
、
入
口
近
く
で
警

察
官
が
警
戒
を
し
て
い

ま
し
た
。

居
住
制
限
区
域
は
、

昼
間
に
は
人
が
い
ら
れ

ま
す
が
、
夜
間
は
滞
在

で
き
ま
せ
ん
。

避
難
指
示
解
除
準
備

区
域
も
宿
泊
不
可
で
す
。

盗
難
な
ど
の
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
警
察
官
が
警

備
を
し
て
い
ま
し
た
。

地
震
と
津
波
の
被
害
に

あ
っ
た
場
所
で
は
、
地

域
に
近
付
き
難
く
復
興

が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

常
磐
線
の
富
丘
駅
は
未

だ
不
通
で
す
。

い
わ
き
市
内
の
久
之
浜

地
区
に
あ
る
「
浜
風
商

店
街
」
は
、
被
災
後
に

作
ら
れ
た
プ
レ
ハ
ブ
の

商
店
街
で
す
。
食
堂
、

魚
屋
、
理
容
店
、
靴
店

等
が
軒
を
並
べ
て
営
業

し
て
い
ま
し
た
。

各
地
域
に
は
突
然
に

地
震
が
来
て
原
発
事
故

が
発
生
し
、
今
ま
で
の

土
地
が
高
い
放
射
線
量

に
よ
り
住
む
こ
と
も
で

き
な
い
土
地
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
今
後
、

こ
の
様
な
事
が
無
い
社

会
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

福
島
の

被
災
地
訪
問

佐
倉
市
職
員
採
用
試
験
の
問
題
点

こ
の
点
に
つ
い
て
前
号
で
も
掲
載
し
ま
し
た
が
、
議
会
で
も
質
問
が
出
た
。
面
接
試

験
の
採
点
結
果
原
本
（
面
接
評
点
表
）
を
廃
棄
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
市
は
「
集
計
表

が
あ
る
か
ら
良
い
」
（
総
務
部
長
）
と
二
次
資
料
を
原
本
よ
り
重
要
視
し
、
廃
棄
を
正

当
化
す
る
答
弁
を
し
た
。
集
計
表
（
左
表
）
を
細
か
く
ご
覧
く
だ
さ
い
。

オンブズマンとは

「行政苦情の解決や行政

の適正運用、人権保護のた
めに行動する人」です。

各種の御相談は下記連絡

先にどうぞ。一緒に活動でき

る方も募集しています。

◆
職
員
採
用
面
接
試
験
の
採
点
実
態

Ｈ
26
年
4
月
採
用
者
の
試
験
で
は
、
７

３
７
人
が
受
験
し
43
名
が
合
格
で
、
17
倍

で
あ
っ
た
。
試
験
は
、
一
次
（
筆
記
試
験
）
、

二
次
（
集
団
面
接
）
、
三
次
（
最
終
個
人

面
接
）
が
あ
り
、
総
務
部
の
人
事
班
が
事

務
局
と
し
て
担
当
し
て
い
る
。

面
接
試
験
の
各
採
点
者
の
採
点
記
録

（
面
接
評
点
票
）
が
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、

各
受
験
者
の
採
点
合
計
が
正
し
い
と
の
証

拠
書
類
が
無
い
。

左
表
は
面
接
評
点
表
の
集
計
表
で
あ
り
、

上
か
ら
10
名
が
合
格
者
で
あ
る
。

採
点
者
4
名
の
平
均
得
点
は
右
端
欄
に

あ
り
、
205
点
以
上
が
合
格
で
、
203
点
以
下

が
不
合
格
と
な
る
わ
ず
か
の
差
で
あ
る
。

5
位
以
下
で
は
、
採
点
者
間
の
差
が
激
し

く
、
採
点
官
１
と
同
2
と
の
差
は
極
め
て

大
き
い
。
合
否
の
差
は
一
人
の
採
点
官
が

10
点
高
い
点
を
入
れ
れ
ば
、
入
れ
替
わ
る

よ
う
な
状
態
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
採
点
原
本
を
廃
棄

す
る
こ
と
は
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い

し
、
後
出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
な
ど
が
有
っ
て

は
な
ら
な
い
。
今
回
、
原
本
廃
棄
に
関
し

て
は
情
報
公
開
の
不
服
申
し
出
を
し
た
。

原
本
を
廃
棄
し
な
い
よ
う
に
改
善
し
た
い
。

な
お
、
採
点
基
準
は
服
装
・
態
度
、
判

断
力
、
表
現
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
、
積
極
性
、
社
会
性
、
適
格
性
を
300
点

満
点
で
評
価
す
る
。
総
合
評
価
と
し
て
は

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
の
５
段
階
と
し
て
い
る
。

以上合格

三次試験結果

代表 藤崎良次

富丘駅近くの慰霊碑

不通の常磐線富丘駅

帰還困難区域

浜風商店街



       6 月 議 会 　 賛 否 一 覧 表
賛 成 ○ 　 賛 成 少 数 △  反 対 × 　 欠 席 －

主 　 な 　 議 　 案

全
体

佐
倉
市
民

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

さ
く
ら
会

公
明
党

み
ん
な
の
党

①
民
主
党

市
民
ネ
ッ

ト

②
共
産
党

③
新
社
会
党

④
松
原

○ × ○ ○ ○ ○ × × × ○

△ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ×

△ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ×

△ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ×

△ ○ × × × × ○ ○ ○ ×

今年度一般会計補正予算

秘密保護法撤廃の請願

集団的自衛権行使反対の請願

大飯原発の再稼働反対意見書

辺野古新基地建設反対意見書
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6
月
議
会
の
議
案

①
今
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

増
額
補
正
は
、
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
約
2
千

万
円
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業

（
介
護
人
材
育
成
事
業
・
高
齢

者
地
域
就
業
促
進
事
業
）
約
２

千
万
円
、
定
期
予
防
接
種
と
し

て
新
た
に
水
痘
、
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
開
始
す
る
た
め

の
感
染
症
等
予
防
事
業
に
約

4
千
8
百
万
円
、
農
産
園
芸

経
営
支
援
事
業
（
大
雪
被
害
を

受
け
た
農
業
者
へ
復
旧
等

の
費
用
助
成
）
に
約
1

億
3
千
万
円
。

②
特
別
会
計
等

国
保
等
各
特
別
会
計
で

も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
シ
ス
テ
ム
改

修
経
費
約
860
万
円
、
水
道
事

業
で
は
3
月
に
発
生
し
た
上

座
浄
水
場
漏
水
事
故
に
よ
る
洗

濯
物
汚
損
等

へ
の
損
害
賠

償
213

万
円
の

増
額
補
正
。

③
条
例
制
定

は

4

件

。

「
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
」
は
軽
自
動
車
税
の
値
上
げ
、

「
佐
倉
市
中
小
企
業
資
金
融

資
条
例
の
一
部
改
正
」
で
は
創

業
者
に
対
す
る
融
資
「
さ
く
ら

チ
ャ
レ
ン
ジ
資
金
」
を
創
設
す

る
な
ど
。

④
最
終
日
で
の
採
決
に
つ
い
て

一
般
会
計
、
特
別
会
計
で
提

案
さ
れ
て
い
る
社
会
保
障
・
税

番
号
シ
ス
テ
ム
は
国
民
一
人
ひ

と
り
に
番
号
を
割
り
当
て
て
そ

の
個
人
情
報
を
一
元
管
理
す
る

「
共
通
番
号
制
度
」
の
こ
と
。

こ
れ
に
よ
る
行
政
コ
ス
ト
の

削
減
や
事
務
の
効
率
化
な
ど
が

言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
個

人
情
報
の
流
出
、
多
額
の
初
期

費
用
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が

懸
念
さ
れ
、
私
た
ち
国
民
に
と
っ

て
の
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
か

ど
う
か
疑
問
。
導
入
済
み
の
海

外
で
も
情
報
流
出
が
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
佐

倉
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
関
連

す
る
予
算
に
つ
い
て
は
反
対
し

た
。ま

た
、
「
秘
密
保
護
法
の
撤

廃
を
求
め
る
」
、
「
憲
法
解
釈

の
変
更
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
容
認
に
反
対
」
す
る
意

見
書
に
賛
成
し
た
。
こ
れ
ら
が

政
府
の
明
白
な
暴

走
で
あ
り
、
今
こ

れ
ら
を
止
め
な
い

と
現
在
の
私
た
ち

の
生
活
だ
け
で
な

く
、
子
孫
な
ど
国

民
に
対
し
て
大
き

な
禍
根
を
残
し
か
ね
な
い
こ
と

か
ら
賛
成
し
た
。

-２-

トピックス

某
外
食
産
業
の
残
業
時
間
不
払
い
（
端

数
時
間
の
切
り
捨
て
）
が
判
明
し
、
2.5

億
円
の
支
払
い
が
あ
っ
た
。
（
京
都
下
労

働
基
準
監
督
署
の
指
導
に
よ
る
）

労
働
基
準
法
で
は
、
残
業
時
間
を
一
分

単
位
で
計
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

残
業
時
間
は
端
数
も
集
計
し
、
月
単
位
等

で
合
計
す
れ
ば
良
い
。
例
と
し
て
、
日
々

1
分
残
業
し
、
15
日
間
働
い
た
ら
15
分

と
な
る
。
30
分
単
位
で
支
払
う
場
合
に

は
、
15
分
以
上
は
30
分
に
切
り
上
げ
る

必
要
が
あ
る
。

日
々
の
残
業
時
間
の
端
数
を
切
り
捨

て
る
こ
と
は
労
働
基
準
法
違
反
で
あ
る
。

即
ち
「
全
額
払
い
の
原
則
」
に
反
す
る
。

（
基
発
第
150
号
221
頁

労
基
法
24
条

３
全
額
払
い

イ

計
算
方
法

「
賃

金
計
算
の
端
数
の
取
扱
い
」
参
照
・
検

索
可
）

こ
の
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、
労
働
行
政
の
広
報
不
足
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
な
お
、
さ
か
の
ぼ
っ
て

（
時
効
2
年
間
）
請
求
す
る
事
も
可
能

で
あ
る
。
最
近
の
傾
向
か
ら
、
近
く
の
労

働
基
準
監
督
署
に
相
談
す
る
の
が
良
い
。

一
般
の
企
業
等
で
一
分
単
位
で
残
業
時

間
を
集
計
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
ま
り
聞

か
な
い
。
例
え
ば
、
30
分
単
位
（
一
日
）

で
計
算
し
、
そ
れ
未
満
を
切
捨
て
る
と
、

一
日
平
均
15
分
（
4
分
の
1
時
間
）
は

サ
ー
ビ
ス
残
業
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

8
時
間
労
働
の
32
分
の
1
と
な
る
。
32

年
間
働
く
と
1
年
間
の
サ
ー
ビ
ス
残
業

を
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
驚
き
だ
。
一
時

間
未
満
を
切
り
捨
て
て
い
る
と
、
平
均

30
分
の
切
り
捨
て
と
な
り
、
16
年
働
く

と
1
年
の
サ
ー
ビ
ス
残
業
、
32
年
働
く

と
2
年
間
の
サ
ー
ビ
ス
残
業
と
な
る
。

有
給
休
暇
の
未
消
化
も
問
題
に
な
る
。

そ
し
て
、
海
外
で
は
す
べ
て
消
化
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

こ
の
違
い
は
、
仕
事
に
対
す
る
意
識
の
違

い
な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

し
か
し
、
現
実
に
は
法
律
の
違
い
に
よ

る
と
こ
ろ
が
多
い
。
海
外
先
進
国
で
は
、

年
休
未
消
化
の
従
業
員
が
病
気
に
な
る
と
、

企
業
の
責
任
者
は
責
任
を
取
ら
さ
れ
る
。

即
ち
、
社
長
が
最
悪
刑
務
所
に
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
年
休
の
消
化
を
一
番
気

に
し
て
い
る
の
は
そ
の
企
業
の
社
長
と
い

う
こ
と
で
、
年
休
は
消
化
さ
れ
や
す
い
。

社
会
の
枠
組
み
を
決
め
て
ゆ
く
の
は
法

律
で
あ
り
、
そ
の
法
律
（
地
方
で
は
条
例
）

を
決
め
る
の
は
議
会
で
あ
る
。
議
会
の
大

切
さ
は
こ
こ
に
あ
る
。

し
か
し
、
議
員
だ
け
で
法
令
を
作
る
の

は
、
専
門
性
や
時
間
の
制
限
か
ら
難
し
い

面
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
議
会
の
専
門
的

調
査
部
門
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ
に
は
、

他
先
進
国
の
様
に
議
会
に
、
常
設
の
調
査

機
関
を
設
置
す
れ
ば
良
い
。
日
本
の
議
会

は
、
そ
れ
を
持
た
な
い
の
で
非
力
と
言
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
総
務
省
は
地
方
で
の

設
置
に
反
対
の
立
場
で
あ
る
。

残
業
時
間
は

一
分
単
位
で
計
算
を

議員 上ノ山 博夫

上
ノ
山
博
夫
一
般
質
問
よ
り

集
団
的
自
衛
権
行
使
に
つ
い
て

問

政
府
は
、
海
外
で
戦
争
が
で
き
る

国
に
日
本
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま

さ
に
戦
争
放
棄
を
う
た
っ
た
憲
法
9
条

が
今
、
危
機
に
陥
っ
て
い
る
。
戦
争
か

ら
市
民
の
命
を
守
る
こ
と
が
市
町
村
長

の
究
極
の
使
命
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

も
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
平
和
都

市
宣
言
を
し
て
い
る
佐
倉
市
長
と
し
て

の
主
体
的
な
考
え
は
？

答

私
と
し
て
は
高
度
な
政
治
的
判
断

の
内
容
を
含
め
政
府
内
部
の
議
論
の
内

容
の
詳
細
を
承
知
で
き
る
立
場
に
な
い
。

こ
の
問
題
は
立
憲
主
義
と
法
の
支
配
の

関
係
、
議
会
制
民
主
主
義
と
国
政
の
あ

り
方
、
も
ち
ろ
ん
市
民
生
活
の
将
来
に

も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
考
え

る
と
き
高
度
な
政
治
判
断
を
求
め
ら
れ

る
難
し
い
問
題
。
現
時
点
で
は
広
く
民

意
を
踏
ま
え
た
う
え
で
拙
速
と
の
批
判

を
受
け
な
い
よ
う
さ
ら
に
国
会
の
場
で

慎
重
な
審
議
が
尽
く
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

問

東
北
6
県
市
町
村
長
９
条
の
会
連

合
会
が
で
き
、
安
倍
首
相
の
姿
勢
へ
の

避
難
や
も
っ
と
国
民
全
体
で
議
論
を
深

め
る
べ
き
と
し
て
9
条
を
守
る
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て
い
る
が
参
加

呼
び
か
け
が
あ
っ
た
場
合
ど
う
す
る
か
？

答

日
本
国
憲
法
の
持
つ
平
和
主
義
の

理
念
は
今
後
も
堅
持
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
市
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
課
題
に
つ
い

て
は
全
国
市
長
会
な
ど
を
通
じ
て
行
動

し
て
き
た
。
こ
の
方
針
を
堅
持
し
て
い

き
た
い
の
で
当
該
団
体
か
ら
誘
い
が
あ
っ

て
も
加
わ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

定
例
会
概
要

6
月
定
例
会
で
、
市
長
か
ら
の
議
案
提
出
は
、
補
正
予
算
が
今

年
度
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
等
３
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会

計
。
条
例
改
正
が
税
賦
課
徴
収
条
例
な
ど
4
条
例
。
そ
の
他
、
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
な
ど
。

請
願
は
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書
、
秘
密
保
護
法
の

撤
廃
を
求
め
る
意
見
書
な
ど
7
件
、
陳
情
は
大
学
誘
致
に
関
す
る

住
民
説
明
会
開
催
を
求
め
る
（
不
採
択
）
な
ど
。
議
員
提
出
議
案

は
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
導
入
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
、
辺
野
古
へ

の
新
基
地
建
設
を
進
め
る
事
に
反
対
す
る
意
見
書
等
10
議
案
（
７

件
可
決
）
が
提
出
さ
れ
た
。

端
数
も
長
年
の
合
計
で
は

一
年
以
上
の
時
間
に
な
る

法
律
が
重
要

有
給
休
暇
未
消
化
は
何
故

次
の
議
会
は
９
月
１
日
開

会
で
す
。
決
算
も
審
査
さ

れ
ま
す
。
皆
様
の
傍
聴
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

残業時間の端数切捨ては労基法違反


